
第 48 回那覇地区中学校新人卓球競技大会要項（案）  
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申 込 方 法 

 

那覇地区中学校体育連盟   

 

沖縄県教育委員会、沖縄県中学校体育連盟 

那覇市教育委員会、浦添市教育委員会、久米島町教育委員会   

南大東村教育委員会、北大東村教育委員会 

 

那覇地区中学校校長会、那覇地区 PTA 連合会 

 

令和７年１１月２２日(土)・２３日(日) 

※１日目シングルス、２日目団体競技とする。 

 

那覇市民体育館メインアリーナ 

 

(1) 那覇地区中学校体育連盟に加盟している学校の生徒（１・２年生）であること。 

(2) 学校長が選手として本大会に出場を許可したものであること。 

(3) 同一校の生徒で編成されたチームであること。 

(4) 参加資格の特例を認める（開催基準６⑧複数校合同チーム） 

(5) 地域スポーツ団体の参加は、沖縄県中学校体育連盟の各競技部が定める大会参加 

詳細を満たしていることとする。 

 

(1) 団体優勝校に賞状・優勝旗、２位・３位の学校に賞状を授与する。 

   ※決勝リーグで４位の学校に賞状は授与しない。トーナメントの場合は準決勝 

での敗者２校に３位の賞状を授与する。 

(2) 団体競技は、２位まで登録メンバー全員に賞状を授与する。 

(3) シングルスは、３位まで表彰する。 

 

(1) 団対競技は男女ともに予選リーグを行い、予選上位２位までが決勝トーナメント 

へ進出する。ベスト４からは決勝リーグを行う。女子団体はベスト４以後もトー 

ナメントとする。※参加校数により変更あり 

(2) 団体競技は、４シングルス・１ダブルスで編成し、３番目にダブルスをおき、３ 

点先取法により勝敗を決定。ダブルスとシングルを兼ねることはできない。 

(3) 団体競技において、参加人数は４名以上とする。 

※対戦方法は別紙「６名未満での団体戦の対戦方法」を参照。 

(4) シングルスは、トーナメント形式で行い、ベスト８からリーグ戦、その後準決勝・ 

決勝を行う。 

 

(1) 南大東中学校と北大東中学校及び、久米島町内中学校は別ブロックとする。 

(2) 城北中学校と城北分校は別ブロックとする。 

(3) シングルスは本部抽選とする。団体戦は大会当日に抽選を行う。 

 

(1) 申込先 卓球専門部長 親泊哲男（港川中学校）宛 

(2) 参加申し込みは、配布された所定の用紙を使用のこと。 

※各学校宛にメールでデータ（エクセル）を送信していますのでダウンロード 

して入力して下さい。 

(3) 参加申込〆切 令和７年１０月３１日（金）港川中学校  親泊宛 

※下記アドレスにメールでデータ提出お願いします。プリントアウトし公印を 

押印した用紙も提出お願いします。 

j-minato0@urasoe.ed.jp ←港川中共有メールアドレス 

mailto:j-minato0@urasoe.ed.jp
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参加の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルール及び審判 

 

 

 

傷 害 措 置 

 

そ  の  他 

(1) 引率は、出場校の校長・教員・部活動指導員とする。監督等は出場校の校長・教 

職員（常勤）・部活動指導員とする。教職員以外のコーチについては、学校長が 

認めたもので、地区・県に登録された者とする。但し、ベンチ入りについては団 

体競技２名のみ、シングルス１名のみとする。 

(2) 全部員とも大会にふさわしい服装・容疑で参加すること。 

(3) 那覇地区中学校体育連盟が主催する本大会に出場するチーム・選手の引率者、監 

督、部活動指導員、外部指導者（コーチ）、トレーナー等は、部活動の指導中に 

おける暴力・体罰・セクハラ等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を 

受けていない者であること。校長はこの点を確認して、大会申込書を作成する。 

なお、外部指導者は校長から暴力等に対する指導措置を受けていないこととす 

る。 

 

現行の日本卓球ルールに準ずる。 

※装飾品（チタンネックレス等）は着用してはならない。 

※アンダーウェアはユニフォームから出てはいけない。ロゴが見えてもいけない。 

 

大会期間中の傷害は、会場において応急措置を行い、後は各学校において対応する。 

 

(1) 大会参加にあたり、氏名、学校名、学年及び対戦結果、記録、画像等を主催者が 

発行・販売する大会冊子、出版物、およびホームページなどに使用することがあ 

ります。合わせて、マスコミへの公表に使用することがあります。 

(2) 参加人数は、団体競技は４～８人の男女各１チーム、シングルスは制限なしとす 

る。(ただし技術やマナー等で各学校代表にふさわしい者とする。)  

(3) 大会運営・競技に関する注意事項 

① ベンチコーチは団体戦は２人（顧問またはコーチ）まで入れる。シングルスは 

１人（顧問またはコーチ、同校の選手）まで入れる。 

② 選手は必ずユニフォーム（ JTTA マーク入り）、ゼッケンを着用する。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 団体戦はお互いの学校で審判を出す。個人戦は敗者審判とする。 

④ 帰宅前に自チームの応援席の清掃をお願いします。 

⑤ 会場設営は、専門部の学校を中心に行う。 

⑥ ゴミは各学校で持ち帰りとする。 

⑦ 本部運営の手伝いをお願いします。 

(4) 大会当日の日程（予定） 

 １日目【11/22（土）】 ２日目【11/23（日）】 

開 場 ８：００ ８：００ 

監 督 会 ８：４５ ８：４５ 

抽 選 会  ９：００ 

試合開始 ９：１５ ９：３０ 

(5) 開閉会式は簡略化して実施する。 

 

 

 

 

ゼッケンの例 

２５㎝ 

名 字 
学校名 

 

２０㎝ 



〈別紙〉 

６人未満で団体戦に出場する場合 

☆団体戦の正規の人数は６名（シングル４名、ダブルス１組（２名））ですが、４～５名で出場する 

ことが出来ます。※九州総体まで、全国総体は不可 

 

＊６人のチーム対５，４名のチームの対戦について 

      ５名のチーム・・・シングルスを１つ不戦敗 

      ４名のチーム・・・   〃  ２つ不戦敗 

           １ ２ Ｄ ４ ５     １ ２ Ｄ ４ ５ 

６名 ● ● ● ● ●  ６名 ● ● ● ● ● 

        ５名 × ● ● ● ●  ４名 × × ● ● ● 

          （ １－０ から開始 ）    （ ２－０ から開始 ） 

 

＊６名未満のチーム同士の対戦について 

           １ ２ Ｄ ４ ５     １ ２ Ｄ ４ ５ 

        ５名 × ● ● ● ●  ５名 ● × ● ● ●  

        ５名 ● × ● ● ●  ４名 × ● ● × ●              

（ １－１ から開始 ） ５名 ⇒１勝すれば勝ち。スコアは３－１か３－２                       

４名 ⇒２勝すれば勝ち。スコアは ３－２ 

            

    １ ２ Ｄ ４ ５      

        ４名 × × ● ● ●  

        ４名 × × ● ● ●  

       （ １－１から開始と考えて、先に２勝したほうが勝ち。スコアはＤ・４と連続で 

取った場合は３－１、その他は３－２） 

 

 

団体戦の勝敗について（重要） 

  

 団体戦は【①ｼﾝｸﾞﾙｽ－②ｼﾝｸﾞﾙｽ－③ダブルス－④ｼﾝｸﾞﾙｽ－⑤ｼﾝｸﾞﾙｽ】の順番で、５試合のうち３試合勝

ったチームの勝ちとなりますが、複数の台で団体戦を行う場合、試合展開により③ダブルスよりも④や⑤

のｼﾝｸﾞﾙｽが早く終わる場合があります。このとき、①②を勝って、④も勝ったからといって、③ダブルス

が終わっていないのに団体戦を終了させないように注意してください。試合順通り③ダブルスも終わらせ

てから団体戦を終了してください。ダブルスの結果によっては、「３－０の勝ち」または「３－１の勝ち」

と成績が変わってきます。特にリーグ戦の場合、勝敗数が並んだときにこの成績が関わってきますので注

意してください。 

 

 例１         １ ２ Ｄ ４ ５ 

    Ａ校 ○ ○ 未 ○ 未     ← Ａ校の勝ちは決定しているが、ダブルスの 

    Ｂ校 × × 未 × 未       試合も最後まで行う。 

 

 例２         １ ２ Ｄ ４ ５ 

    Ｃ校 ○ ○ × 未 ○     ← Ｃ校の勝ちは決定しているが、④ｼﾝｸﾞﾙｽの 

    Ｄ校 × × ○ 未 ×       試合も最後まで行う。 

 

※当日の監督会で団体戦の人数を確認しますのでお互いに確認しあってください。 

                       


